
 

 

 

平成２１年度 

別府大学教員免許状更新講習 

（必修領域２講習 選択講習２１講習） 
 

 

シラバス 
 

 

（目次と内容） 

 

頁数 内容 

    ２  講習のタイムテーブル（修了認定試験のタイプ）について 

 ３～ ６  （必修）教育の最新事情を学ぶ（８月８日～９日） 

 ７～１０  （必修）教育の最新事情を学ぶ（８月２２日～２３日） 

１１～１２  （選択）豊かな人間性のために～古典をひもとく～（８月１９日） 

   １３  （選択）これからの国語科教育の課題（８月２０日） 

   １４  （選択）こころを伝える～文学の感動～（８月２１日） 

１５  （選択）書写・書道の基礎教育の充実を求めて（８月１９日） 

１６  （選択）理解を深める書の授業づくり（８月２０日） 

１７～１８  （選択）魅力ある書の教材作りと創意工夫を求めて（８月２１日） 

１９  （選択）英語英米文学と英語教育 Ⅰ（８月３日） 

２０  （選択）英語英米文学と英語教育 Ⅱ（８月４日） 

２１  （選択）英語英米文学と英語教育 Ⅲ（８月５日） 

２２  （選択）教科書を読み直す Ⅰ（８月３日） 

２３  （選択）教科書を読み直す Ⅱ（８月４日） 

２４  （選択）教科書を読み直す Ⅲ（８月５日） 

２５  （選択）マンガ・アニメ研究（８月３日） 

２６  （選択）美術のためのデジタル技法（８月４日） 

２７  （選択）映画表現の特質と分析（８月５日） 

２８～３０  （選択）微生物と人間社会とのかかわり（８月１９日） 

３１～３３  （選択）遺伝子制御と病気（８月２０日） 

３４～３７  （選択）食品と微生物（８月２１日） 

３８  （選択）簿記会計科目群に属する科目の教育実践法（８月３日） 

３９～４０  （選択）現代社会と経営の基本問題（８月４日） 

４１～４２  （選択）現代社会と会計の基本問題（８月５日） 
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講習のタイムテーブル（修了認定試験のタイプ）について 

 
Ａタイプ 
9:00    10:30 10:40     12:10  13:00       14:30 14:40    16:10 
1 限 

 
 
 
 

休 2 限 昼 
休み 

3 限 休 4 限 
（授業内容 

＋修了認定試験） 

 
 
 
Ｂタイプ 
9:00    10:30 10:40     12:10  13:00       14:30 14:40    16:10 
1 限 

 
 
 
 

休 2 限 
（授業内容 

＋修了認定試験） 

昼 
休み 

3 限 休 4 限 
（授業内容 

＋修了認定試験） 

 
 
 
Ｃタイプ 
9:00    10:30 10:40     12:10  13:00       14:30 14:40    16:10 
1 限 

（授業内容 

＋修了認定試験） 

 

 

休 2 限 
（授業内容 

＋修了認定試験） 

昼 
休み 

3 限 

（授業内容 

＋修了認定試験） 

休 4 限 
（授業内容 

＋修了認定試験） 
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＜必修領域の講習・科目＞ 

 

開設講習名 

 

 
教育の最新事情を学ぶ 

 

会場 

 
別府大学（別府市） 

 

開設期間 

 

 
平成２１年８月８日（土）～９日（日） 
 

 

修了認定試験 

 

 
C タイプ 

 

科目名 

 

 
教職についての省察 
 

 

担当者 

 

坂本護 
（別府大学文学部准教授） 

 

担当時限 

 

８日（土） 
１・２限（ ９：００～１２：１０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義 
 

 

講習の概要 

 
これまでの教師生活の経験から今、教師に求められている資質や能力について考えるとともに、教師

の社会的な役割と期待等について概説する。特に、次のような観点から「教職」への理解を深める。 
 
１）教師とは＝今、求められる教師に必要な資質等について考える。 
２）生徒指導にかかわる教師に求められる力量等について具体的に考える。 
３）社会の変化に応じたキャリア教育の現状とその取組みについて考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テキスト 

 

プリントを準備する。  

担当者からの

連絡事項等 

特になし。 
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科目名 

 

 
子どもの心の理解と発達支援 
 

 

担当者 

 

佐藤新治 
（別府大学文学部教授） 

 

担当時限 

 

８日（土） 
３・４限（１３：００～１６：１０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義 
 

 

講習の概要 

 
１．発達障害について理解を深める 
   発達障害のことばは、独り歩きし教育の現場において必ずしも理解されているとは言い難い状況

にある。発達障害のある人について原因・行動の理解を深める。 
２．発達障害のある人への支援について理解する 
   発達障害についての理解の後、教育の場・家庭における居場所作り、意欲の喚起など支援方法に

ついて考える。 
３．事例の検討 
   発達障害のある子どもの事例について、実態を踏まえた支援方法のあり方などを具体的に検討し

理解を深める。 
 
 

テキスト 

 

当日、資料配付。  

担当者からの

連絡事項等 

パワーポイント使用。 

 

科目名 

 

学習指導要領の改訂の動向等 
法令改正及び国の審議会の状況等 
 

 

担当者 

 

今井航 
（別府大学文学部准教授） 

 

担当時限 

 

９日（日） 
１・２  限（ ９：００～１２：１０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義 
 

 

講習の概要 

 

１．学習指導要領の総則の趣旨を理解する 

   戦後における学習指導要領の改訂は時々の教育政策と結びついている。ここに焦点をあてながら改

訂の変遷を概観し、その上で総則のもつ特徴や意味を把握する。 

２．「生きる力」を理解する 

   1996年（平成8年）の中教審第１次答申「２１世紀を展望した我が国の教育の在り方について」で
示された「生きる力」のもつ意味を再確認し、その上で最新の改訂の動向との連続性・非連続性を

把握する。 

３．日本特有の教科外活動を理解する 

   道徳・総合的な学習の時間・特別活動といった教育活動の特徴や意味を歴史的に把握し、その上で

今の子どもの実態を踏まえた指導の在り方を考える。 

 
 

テキスト 

 

当日、資料を配付する。  

担当者からの

連絡事項等 

特になし。 
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科目名 

 

 
学校・家庭・地域社会の連携にむけて① 
 

 

担当者 

 

大嶋美登子 
（別府大学文学部教授） 

 

担当時限 

 

９日（日） 
３限（１３：００～１４：３０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義 
 

 

講習の概要 

 

１．組織的対応の必要性 

   さまざまな問題が学校内外でおきており、私たちは、対応しなければならない課題を常に抱えてい

るのが現状である。そうした問題に対して組織的な取り組みが必要となることは多い。課題への組

織的取り組みという視点で、具体例を通して考える。 

 

２．日常的コミュニケーション 

   組織的対応を行うためには、組織内での日常的なスムーズなコミュニケーションと良好な人間関係

が求められる。日常的なコミュニケーションと良好な人間関係について、心理学的知見を交えて講

義する。 

 

３．家庭・地域社会との連携 

   担任と保護者との連携や協力、地域の社会資源の活用と協同など、学校と家庭・地域社会との連携

について、どのようなことが求められ、どのようなことが可能かを、ともに考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テキスト 

 

特になし。  

担当者からの

連絡事項等 

特になし。 
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科目名  

 

 
学校・家庭・地域社会の連携にむけて② 
 

 

担当者  

 

瀬戸口昌也 
（別府大学文学部准教授） 

 

担当時限  

 

９日（日） 
４限（１４：４０～１６：１０） 
 

 

講習の形態  

 

 
講義 
 

 

講習の概要 

 
１．学校・家庭・地域社会の連携の意義と目的について理解する 
   学校・家庭・地域社会の関係を、戦前の公的な学校教育制度の確立期にまで遡って考察し、連携

の必要性とその意義、および連携の目的や理念の変遷を理解する。 
 
２．学校・家庭・地域社会の連携協力の現状について理解する 
   現在の教育行政において、学校・家庭・地域社会の連携協力がどのような目的や理念を持ち、ど

のような政策の下に進められているかを理解する。その際、文部科学省の政策動向と地方の教育行

政の対応、また都市部の学校区での実践と地方の学校区での実践を対比的に比較しながら理解を深

める。 
 
３．学校・家庭・地域社会の連携協力の実践の具体的方策とその課題について理解する 
   学校・家庭・地域社会の連携協力について、別府市での取組の実践例を紹介しながら、その現状

と問題点、課題解決のための組織的対応の方策について考える。 
 
 
 
 

テキスト 

 

当日資料を配付する。 
 
 

 

担当者からの

連絡事項等 

特になし。 
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＜必修領域の講習・科目＞ 

 

開設講習名 

 

 
教育の最新事情を学ぶ 

 

会場 

 
別府大学（別府市） 

 

開設期間 

 

 
平成２１年８月２２日（土）～２３日（日） 
 

 

修了認定試験 

 

 
C タイプ 

 

科目名 

 

 
学校教育の課題、教師の役割 
 

 

担当者 

 

川瀬泰治 
（別府大学文学部教授） 

 

担当時限 

 

２２日（土） 
１・２限（ ９：００～１２：１０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義 
 

 

講習の概要 

 
○現代の日本社会と学校教育 
  グローバル化する世界のなかの日本、日本文化・伝統の継承と教育の役割について考える。 
  日本社会の問題点と学校教育の課題について考える。 
 
○日本における学校教育の変遷 
  明治以前の教育、明治の学制発布から国民学校、戦後民主主義教育へ。日本における学校教育の変

遷を理解する。 
  学校と教師の役割の変化。戦後民主主義教育における学校観と教師観について考える。 
 
○現代の学校と教師に求められるもの 
  教育基本法、学校教育法の改正について。 

中央教育審議会 18 年度答申のねらいを理解する。 
「教育の再生」とはなにか、理想の教師像、真の教育改革について考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テキスト 

 

当日、資料を配付する。  

担当者からの

連絡事項等 

特になし。 
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科目名 

 

 
子どもの心の理解と発達 
 

 

担当者 

 

渡辺須美子 
（別府大学文学部助教） 

 

担当時限 

 

２２日（土） 
３・４限（１３：００～１６：１０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義 
 

 

講習の概要 

 
 近年、教育や福祉・医療など様々な場面において、「軽度発達障害」の名前を聞く機会が増えてきて

いる。そこで、本講義においては、子どもの発達課題について軽度発達障害を中心に理解すると共に、

様々な子どもたちにとって「居場所」となる集団形成のありかたについて体験的に理解することを目的

とする。講義・演習の内容は以下のとおりである。 
 
１） 高機能自閉症（アスペルガー症候群）・LD・AD/HD 各々について認知的側面、対人的側面の特

徴について理解する。 
 
２） １）を踏まえ、軽度発達障害児の心理的特徴について２次障害を中心に理解すると共に、カウン

セリングマインドの視点からの支援について検討する。  
 
３） 軽度発達障害児を含め、様々な子どもたちが「居場所」と感じることのできる集団形成の在り方

について、集団心理療法的アプローチを体験しながら理解を深める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テキスト 

 

当日、資料を配付する。  

担当者からの

連絡事項等 

途中で教室を移動する可能性があ

ります。また、体を動かす演習を行

うため、動きやすい服装が望ましい

です。 
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科目名 

 

学習指導要領の改訂の動向 
法令改正及び国の審議会の状況 
 

 

担当者 

 

瀬戸口昌也 
（別府大学文学部准教授） 

 

担当時限 

 

２３日（日） 
１・２  限（ ９：００～１２：１０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義 
 

 

講習の概要 

 

１．教育改革の歴史について理解する 

戦後から現在までの教育改革の歴史を大まかに振り返り、その特徴を理解する。とりわけ臨時教

育審議会の答申以降の教育改革が、現在の学校教育にどのように影響しているかを理解すること。 

２．学習指導要領の改訂について理解する 

   戦後から現在までの学習指導要領の変遷を振り返り、その特徴を理解する。とりわけ平成20年改訂

版の内容については総則を中心に詳細に検討し、現在学校現場に求められている教育内容と教育課

程について理解する。 

３．今後の教育改革の課題について理解する 

   上記１．と２．を踏まえて、教育改革を「ゆとり教育」と「学力重視」という対立図式で捉えた上

で、今後の教育政策の在り方について特に学習指導を中心にして考える。 

 
 
 

テキスト 

 

当日資料を配付する。  

担当者からの

連絡事項等 

特になし。 

 

科目名 

 

 
学校・家庭・地域社会の連携にむけて① 
 

 

担当者 

 

矢島潤平 
（別府大学文学部准教授） 

 

担当時限 

 

２３日（日） 
３限（１３：００～１４：３０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義 
 

 

講習の概要 

 

本講義は、親や地域住民と連携をすすめていく上で重要とされる、対人関係コミュニケーション能力に

ついて、最近の知見を紹介しながら、多面的に解説する。特に、緊急の出来事（突然の事故、災害等）が

起こった際に、学校として求められる対応のあり方の方法を提案する。事故などの被害にあった家族から

悲嘆反応をむけられた場合、理由もなく怒りの感情を向けられた場合、根拠もない誹謗中傷を受けた場合

など、特異な場面に遭遇したときにどのように対応すればよいか、カウンセリングのテクニックを交えな

がら学習してもらう。相手の立場を理解するのはもちろんのこと、対応している教師がどのような立場で

接するかによって対処の仕方が異なる。相手に個人の感情や思いを伝えても良い場合もあるが、そのこと

が組織のイニシアチブに反することもある。総合的に考察してもらう。 

 
 

テキスト 

 

レジメを配布。  

担当者からの

連絡事項等 

特になし。 
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科目名  

 

 
学校・家庭・地域社会の連携にむけて② 
 

 

担当者  

 

長尾秀吉 
（別府大学文学部助教） 

 

担当時限  

 

２３日（日） 
４限（１４：４０～１６：１０） 
 

 

講習の形態  

 

 
講義 
 

 

講習の概要 

 

（１）教育問題と家庭・地域・学校連携の今日的動向について理解する 

・ 昨今、社会情勢の変化を受け、家庭や地域生活ではどのような影響が生じており、また子ども

や大人（保護者）の発達（成長）に関してどのような問題が生じてきているのかを理解する。 

・ 教育諸問題に対し、近年どのような家庭・地域・学校による組織的対応がはかられてきたかに

ついて理解する。 

 

（２）従来の家庭・地域・学校連携では解決困難な問題と新たな対応について検討する。 

・ 特に家庭生活への経済的・精神的なダメージが深刻化し、給食費未納・就学困難など従来の連

携では解決が困難な問題ケースが増えてきている状況について理解する。 

深刻な問題を抱える子ども・家庭の支援にむけて、福祉・医療などの地域の様々な社会資源を

つなぎ、問題の解決をこころみる新たな組織的対応について検討する。 
 
 
 
 

テキスト 

 

特になし。 
 
 

 

担当者からの

連絡事項等 

特になし。 
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＜選択領域の講習・科目＞ 

 

開設講習名 

 

豊かな人間性のために 
～古典をひもとく～ 

 

会場 

 
別府大学（別府市） 

 

開設期間 

 

 
平成２１年 ８月１９日（水） 
 

 

修了認定試験 

 

 
A タイプ 

 

科目名 

 

 
中古文学とコミュニティ 
 

 

担当者 

 

安東大隆 
（別府大学文学部教授） 
 

 

担当時限 

 

 
１限（ ９：００～１０：３０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義 
 

 

講習の概要 

 
中古文学（源氏物語等）を中心にして考える、学習者とコミュニティの数々 

 
 
 
 
 
 
 

テキスト 

 

必要な参考資料は配付します。 
 
 

 

担当者からの

連絡事項等 

特になし。 
 
 

 

科目名 

 

 
中世仏教説話 
 

 

担当者 

 

野村卓美 
（別府大学短期大学部教

授） 
 

担当時限 

 

 
２限（１０：４０～１２：１０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義 
 

 

講習の概要 

 
中世仏教説話 

 
 
 
 
 
 
 

テキスト 

 

用意します。 
 
 

 

担当者からの

連絡事項等 

特になし。 
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科目名 

 

 
古典文学と現代 
 

 

担当者 

 

浅野則子 
（別府大学文学部教授） 
 

 

担当時限 

 

 
３限（１３：００～１４：３０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義 
 

 

講習の概要 

 
１．古典文学と和歌 
２．万葉集、古今集、新古今集の代表的な和歌をとり上げ、その特徴について考える。 
３．それぞれの時代背景にふれ、和歌の変容について考える。 
４．現代との感覚の違いにふれる。 
 
 

テキスト 

 

当日資料を配付する。 
 
 

 

担当者からの

連絡事項等 

特になし。 
 
 

 

科目名 

 

 
まとめ 
 

 

担当者 

 

 
安東・野村・浅野 
 

 

担当時限 

 

 
４限（１４：４０～１６：１０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義 
 

 

講習の概要 

 
まとめ・試験 

 
 
 
 

テキスト 

 

特になし。 
 
 

 

担当者からの

連絡事項等 

特になし。 
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＜選択領域の講習・科目＞ 

 

開設講習名 

 

 
これからの国語科教育の課題 
 

 

会場 

 
別府大学（別府市） 

 

開設期間 

 

 
平成２１年 ８月２０日（木） 
 

 

修了認定試験 

 

 
Ａタイプ 

 

科目名 

 

 
 
 

 

担当者 

 

吉岡泰夫 
（別府大学文学部教授） 

 

担当時限 

 

 
１～４限（ ９：００～１６：１０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義 
 

 

講習の概要 

 
１．これまでの国語教育の問題点 
（１）教材の内容、指導や評価の方法の問題点 

 （２）目標とする言語能力の問題点 
 
２．国民の言語生活の実態と身につけたいと思う言語能力 
 （１）国民の言語生活の実態 
 （２）身につけたいと思う言語能力 
 
３．これからの国語教育の課題 
 （１）情報収集分析能力・構成力・プレゼンテーション能力を育てる 
 （２）調和のとれた人間関係を築き維持するコミュニケーション能力を育てる 
 （３）改まった場面の対人コミュニケーション能力を育てる 
 
 
 
 

テキスト 

 

当日、資料を配付する。  

担当者からの

連絡事項等 

特になし。 
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＜選択領域の講習・科目＞ 

 

開設講習名 

 

 
こころを伝える～文学の感動～ 
 

 

会場 

 
別府大学（別府市） 

 

開設期間 

 

 
平成２１年 ８月２１日（金） 
 

 

修了認定試験 

 

 
B タイプ 

 

科目名 

 

 
日本近代文学Ⅰ 
 

 

担当者 

 

山本裕一 
（別府大学短期大学部准

教授） 
 

担当時限 

 

 
１・２限（ ９：００～１２：１０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義 
 

 

講習の概要 

 
１．詩・短歌・俳句教材の教育の視点・方法等について概観する。 
２．中原中也の詩について、研究の現状について理解する。  
３．中原中也の詩を取り上げ、その教材化について考える。 
 
 
 
 

テキスト 

 

当日資料を配付する。 
 
 

 

担当者からの

連絡事項等 

特になし。 
 
 

 

科目名 

 

 
日本近代文学Ⅱ 
 

 

担当者 

 

高木伸幸 
（別府大学文学部准教授） 
 

 

担当時限 

 

 
３・４限（１３：００～１６：１０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義 
 

 

講習の概要 

 
１．日本の近代文学、中でも国語教材（現代文）として取り上げられた小説について、作家と作品の関

わりに注目した作品分析の方法を理解する。 
２．上記の小説について、時代背景と作品との関わりに注目した作品分析の方法を理解する。テキスト

に隠された多様な読みの可能性を知る。 
３．日本近代文学研究の現状を把握し、教材分析の方法について理解を深める。 
 
 
 

テキスト 

 

当日資料を配付する。 
 
 

 

担当者からの

連絡事項等 

特になし。 
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＜選択領域の講習・科目＞ 

 

開設講習名 

 

 
書写・書道の基礎教育の充実を求めて 
 

 

会場 

 
別府大学（別府市） 

 

開設期間 

 

 
平成２１年 ８月１９日（水） 
 

 

修了認定試験 

 

 
Ａタイプ 

 

科目名 

 

 
 
 

 

担当者 

 

荒金信治（大琳） 
（別府大学文学部教授） 

 

担当時限 

 

 
１～４限（ ９：００～１６：１０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義と一部実習を含む。 
 

 

講習の概要 

 
１．高校書道と小学国語科書写を比較しての「指導と支援」教育の姿（実習を含む） 
 
２．高校書道と中学国語科書写を比較しての「指導と支援」教育の姿（実習を含む） 
 
３．高等学校芸術科書道の「指導と支援」の両立教育の姿（実習を含む） 
 
４．小中高の書教育の一貫性とその理解のまとめ（３０分）・試験（６０分） 
 
 
 
 

テキスト 

 

小中高の教科書（出版社光村図書）

販売しますが、持参されても結構で

す。 

 

担当者からの

連絡事項等 

教科書のほか、筆・墨・紙は本学購

買部にも置いていますが、持参され

ても結構です。 
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＜選択領域の講習・科目＞ 

 

開設講習名 

 

 
理解を深める書の授業づくり 
 

 

会場 

 
別府大学（別府市） 

 

開設期間 

 

 
平成２１年 ８月２０日（木） 
 

 

修了認定試験 

 

 
Ａタイプ 

 

科目名 

 

 
 
 

 

担当者 

 

荒金信治（大琳） 
（別府大学文学部教授） 

 

担当時限 

 

 
１～４限（ ９：００～１６：１０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義と一部実習を含む。 
 

 

講習の概要 

 
１．授業前に実施する授業シラバスの公開とその指導法（実習を含む） 
 
２．書道の授業でのパワーポイントの使用法をめぐって（実習を含む） 
 
３．唐の四大家の蔵鋒と波磔を中心に学ぶ臨書とその評価（実習を含む） 
 
４．授業構築での創意・工夫とまとめ（３０分）・試験（６０分） 
 
 
 
 

テキスト 

 

必要な参考資料は贈呈します。  

担当者からの

連絡事項等 

教科書のほか、筆・墨・紙は本学購

買部にも置いていますが、持参され

ても結構です。 
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＜選択領域の講習・科目＞ 

 

開設講習名 

 

魅力ある書の教材作りと 
創意工夫を求めて  

 

会場 

 
別府大学（別府市） 

 

開設期間 

 

 
平成２１年 ８月２１日（金） 
 

 

修了認定試験 

 

 
Ａタイプ 

 

科目名 

 

 
 
 

 

担当者 

 

荒金信治（大琳） 
（別府大学文学部教授） 

 

担当時限 

 

 
１・２限（ ９：００～１２：１０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義と一部実習を含む。 
 

 

講習の概要 

 
１．古文字を教材とする魅力ある書道の教材作りと創意工夫を求めて（実習を含む） 
 
２．原石写真と雁塔聖教序の背景を用いての魅力ある書道の教材作りと創意工夫を求めて 
 
 
 
 
 
 

テキスト 

 

必要な参考資料は贈呈します。  

担当者からの

連絡事項等 

教科書のほか、筆・墨・紙は本学購

買部にも置いていますが、持参され

ても結構です。 

 

科目名 

 

 
 
 

 

担当者 

 

仲嶺真信 
（別府大学文学部教授） 

 

担当時限 

 

 
３限（１３：００～１４：３０） 

 

講習の形態 

 

 
講義 
 

 

講習の概要 

 
 龍門造像記について（古陽洞のはじまりを中心に） 
 
 
 
 
 
 

テキスト 

 

必要な参考資料は配付します。  

担当者からの

連絡事項等 
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科目名 

 

 
 
 

 

担当者 

 

荒金信治（大琳） 
（別府大学文学部教授） 
 

 

担当時限 

 

 
４限（１４：４０～１６：１０） 

 

講習の形態 

 

 
講義と一部実習を含む。 
 

 

講習の概要 

 
まとめ：生きる力を育む授業作り（３０分）・試験（６０分） 

 
 
 
 

テキスト 

 

必要な参考資料は贈呈します。  

担当者からの

連絡事項等 

教科書のほか、筆・墨・紙は本学購

買部にも置いていますが、持参され

ても結構です。 
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＜選択領域の講習・科目＞ 

 

開設講習名 

 

 
英語英米文学と英語教育 Ⅰ 
 

 

会場 

 
別府大学（別府市） 

 

開設期間 

 

 
平成２１年 ８月 ３日（月） 
 

 

修了認定試験 

 

 
Aタイプ 

 

科目名 

 

 
英語教育に英語史の知識を 
どう活かすか 

 

担当者 

 

田島松二 
（別府大学文学部教授） 

 

担当時限 

 

 
１～４限（ ９：００～１６：１０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義 
 

 

講習の概要 

 
１．英語の歴史を学ぶ 

５世紀半ば、ゲルマン民族の一部がブリテン島に定住することから始まった英語は、１５

００年たった今、母語、公用語、外国語として世界中で使われる「国際語」となっている。

この、およそ１５００に及ぶ英語の歴史を、英語を取り巻く社会・文化的背景とともに、概

観する。 
 
２．英語史理解と文法教育 

綴り字、発音、文法、語彙等の変化・発達の歴史を学ぶことで、英語そのものにたいする

理解が深まるばかりでなく、英文法などで例外的現象とされる事象も説明が容易になること

請け合いである。英語史の知識、理解が英語教育にどのように役立つかを具体的に考えたい

と思う。 
 
３．修了認定試験 

講義で学んだことが中学、高校の教育現場で活かせる点を具体的に提示してもらう。ノー

ト、配付資料、辞書等すべて持ち込み可とする。 
 
 
 
 

テキスト 

 

当日、資料を配布する。  

担当者からの

連絡事項等 

特になし。 
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＜選択領域の講習・科目＞ 

 

開設講習名 

 

 
英語英米文学と英語教育 Ⅱ 
 

 

会場 

 
別府大学（別府市） 

 

開設期間 

 

 
平成２１年 ８月 ４日（火） 
 

 

修了認定試験 

 

 
Ａタイプ 

 

科目名 

 

 
ことばと文化（イギリスを中心に） 
 

 

担当者 

 

河野豊 
（別府大学文学部教授） 

 

担当時限 

 

 
１～４限（ ９：００～１６：１０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義 
 

 

講習の概要 

 

１．単語の語源とイギリス文化 

イギリス文化を特徴づけるいくつかの単語について知ることで、文化の背景を知る。 

 

２．日本語化された英語 

日本語の中に入ってきた英語について、本来の意味と日本語の意味の差を考えることで、日英の

文化の違いを考える。 

 

３．翻訳にみる日英文化の差異 

   文学作品の翻訳について考える。特に翻訳で抜け落ちるもの、付け加えられる、について、さま

ざまな実例を挙げて、考察する。 

 

４．修了認定試験 

   講義についての論述試験である。ノート、辞書等の持ち込み可。 

 
 
 
 

テキスト 

 

当日、資料を配付する。  

担当者からの

連絡事項等 

特になし。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 - 21 - 

＜選択領域の講習・科目＞ 

 

開設講習名 

 

 

英語英米文学と英語教育 Ⅲ 

 

 

会場 

 
別府大学（別府市） 

 

開設期間 

 

 

平成２１年 ８月 ５日（水） 

 

 

修了認定試験 

 

 
Aタイプ 

 

科目名 

 

 

文学作品の読解・解釈 

（アメリカ文学を中心に） 

 

担当者 

 

山野敬士 
（別府大学文学部准教授） 

 

担当時限 

 

 

１～４限（ ９：００～１６：１０） 

 

 

講習の形態 

 

 
講義 
 

 

講習の概要 

 
１．文学作品を読むことの重要性を理解する。 

人文学が現在置かれた位置について考え、文学史や文学理論を中心に文学読解・研究の最近の動

向を理解する。また、それを英語教育と結びつける方策について考える。 
 
２．作品の読解・分析方法を理解する。 

英米文学作品（主にアメリカ文学）の中から、いくつかの詩や小説を取り上げる。生徒に「教え

る」ことを念頭に入れながら読解し、作品解釈の例を提示する。また、映画や音楽などの他分野と

の関係性も考察したいし、可能であれば、それを英語教育に活かすための方策を議論したい。 
 

修了認定試験は、講義中のトピックに関する論述問題と、実際に短編小説などを読解・分析す

る問題で構成される。ノート、辞書等の持ち込みを認める。 
 
 
 
 

テキスト 

 

当日、資料を配布する。  

担当者からの

連絡事項等 

特になし。 
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＜選択領域の講習・科目＞ 

 

開設講習名 

 

 
教科書を読み直す Ⅰ 
 

 

会場 

 
別府大学（別府市） 

 

開設期間 

 

 
平成２１年 ８月 ３日（月） 
 

 

修了認定試験 

 

 
Ａタイプ 

 

科目名 

 

 
日本中世社会のなかの「村」 
 

 

担当者 

 

田村憲美 
（別府大学文学部教授） 

 

担当時限 

 

 
１～４限（ ９：００～１６：１０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義 
 

 

講習の概要 

 
１．高校日本史教科書における「村」 
   『詳説日本史』（山川出版社）を中心にして中世の記述における「村」の扱いを検討する。 
 
２．中世史研究と「村」 
   近年の中世史研究を踏まえて、中世成立期における荘園形成と「村」、中世後期における地域社

会と「村」等の主題を史・資料に即して考究する。 
 
３．中世の「村」をめぐる討論 
   １・２を前提として質疑・討論の時間を設けて、受講者の理解を深めたい。 
 
 
 
 

テキスト 

 

当日、資料等を配布する。  

担当者からの

連絡事項等 

特になし。 
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＜選択領域の講習・科目＞ 

 

開設講習名 

 

 
教科書を読み直す Ⅱ 
 

 

会場 

 
別府大学（別府市） 

 

開設期間 

 

 
平成２１年 ８月 ４日（火） 
 

 

修了認定試験 

 

 
Ａタイプ 

 

科目名 

 

 
一つのローマ、いくつものローマ 
 

 

担当者 

 

山本晴樹 
（別府大学文学部教授） 

 

担当時限 

 

 
１～４限（ ９：００～１６：１０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義 
 

 

講習の概要 

 
 現在進行しているヨーロッパ統合は、「２１世紀の新しい実験」といわれているわけであるが、しか

し別な見方からすれば歴史的には「よみがえるローマ帝国」として捉えられるかもしれない。そのよう

なひとつの統合された世界として、ローマ帝国は理解されることが多いのであるが、しかし、近年のロ

ーマ史研究（碑文学・古銭学など）の進展、とりわけ第二次世界大戦後のローマ考古学（航空考古学、

水中考古学など）の飛躍的発達により、地中海周辺地域の様相が詳細に把握されるにつれて、各地域の

ローマ帝国内における特徴が指摘されるようになった。 
 もともと大きくは地中海東部と西部とでは、言語体系もギリシャ語（コイネー）、ラテン語と大きく

異なるので、それに応じて文化も異なっていたことはすでに知られていた。その後、同じ西部地中海地

域でも首都ローマを擁するイタリアと西部属州であるガリア、イベリア半島（スペイン・ポルトガル）、

北アフリカ（マグレブ三国）およびエジプトなどとではそれぞれの地域での「ローマ化」の深度によっ

て文化的違いがあることがわかってきた。このようにローマ帝国は決して画一的な世界ではなかったわ

けである。 
 しかしそうはいってもやはり、ローマ帝国としてのアイデンティティーは厳然として残り続けたので

あるから、これをどうとらえるかが今後のローマ史研究の大きな課題になってきている。 
 本講習では、とりわけ西部の地中海世界をとりあげ、現在のフランス（ガリア）、スペイン（イベリ

ア半島）、そしてチュニジア（北アフリカ）のローマ化の様相を手がかりに、ローマ帝国の多様性と普

遍性という観点から、「ローマ帝国とは何か」という問題を考えてみたい。 
 
 
 
 

テキスト 

 

当日、プリントを配布する。  

担当者からの

連絡事項等 

特にありません。 

 
 
 
 
 
 



 - 24 - 

＜選択領域の講習・科目＞ 

 

開設講習名 

 

 
教科書を読み直す Ⅲ 
 

 

会場 

 
別府大学（別府市） 

 

開設期間 

 

 
平成２１年 ８月 ５日（水） 
 

 

修了認定試験 

 

 
Ａタイプ 

 

科目名 

 

 
これまでの裁判、これからの裁判 
 

 

担当者 

 

山本弘 
（別府大学文学部助教） 

 

担当時限 

 

 
１～４限（ ９：００～１６：１０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義 ＋ 演習（討論） 
 

 

講習の概要 

 
１．これまでの裁判① －前近代の裁判－ 
   日本における前近代の裁判を概観する。 
 
２．これまでの裁判② －近代以降の裁判－ 
   近代以降、現代につながる裁判制度の整備について、とりあげる。 
 
３．これからの裁判 －司法制度改革と裁判員制度－ 
   近時の司法制度改革によって、日本の裁判は歴史的変革期を迎えているといえよう。司法制度

改革の概要を大まかに把握した後、出席者による討論を通して裁判員制度についての理解を深め

ていく。 
 
 
 
 

テキスト 

 

当日、資料を配布。  

担当者からの

連絡事項等 

裁判員制度についての関係書籍や

新聞・テレビなどの各種報道を、日

頃から注視し、理解を深めておいて

ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 - 25 - 

＜選択領域の講習・科目＞ 

 

開設講習名 

 

 
マンガ・アニメ研究 

 

会場 

 
別府大学（別府市） 

 

開設期間 

 

 
平成２１年 ８月 ３日（月） 
 

 

修了認定試験 

 

 
Ｂタイプ 

 

科目名 

 

 
日本アニメーションの歴史 
 

 

担当者 

 

白石邦俊 
（ペンネーム／クニ・トシ

ロウ） 

 

担当時限 

 

 
１・２限（ ９：００～１２：１０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義 
 

 

講習の概要 

 
 日本で始めてアニメーションが制作されたのは、1917 年（大正 6 年）ということになっているが、
その後の暗黒の時代にあっても、日本アニメーションは着実と力を付けていった。 
 そして戦後の昭和、平成と時が移って日本のアニメーションは今や、質量共に世界一であるという評

価を得た。 
 その日本アニメーションの歴史を手塚治虫、そして宮崎駿という二大作家を語ることで短い時間をま

とめたい。 
 
 

テキスト 

 

特になし。  

担当者からの

連絡事項等 

特になし。 

 

科目名 

 

 
マンガ・ストーリー創作作法 
 

 

担当者 

 

田代為寛 
（ペンネーム／田代しん

たろう） 

 

担当時限 

 

 
３・４限（１３：００～１６：１０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義と演習 
 

 

講習の概要 

 
マンガの創作は、描画力もさることながら、ストーリーの発想および構成が肝要になります。 
私が、実践してきた創作作法をご紹介しながら、一人ブレーンストーミングからのアイデア発想やキ

ャラクター設定、また時系列表からマンガのストーリーを構成する手法を学習していただきます。 
 
 
 

テキスト 

 

当日テキストを配布します。  

担当者からの

連絡事項等 

特になし。 
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＜選択領域の講習・科目＞ 

 

開設講習名 

 

 
美術のためのデジタル技法 

 

会場 

 
別府大学（別府市） 

 

開設期間 

 

 
平成２１年 ８月 ４日（火） 
 

 

修了認定試験 

 

 
C タイプ 

 

科目名 

 

 
イラスト作成ソフト（イラストレータ） 
 

 

担当者 

 

渡海道英 
（別府大学文学部准教授） 

 

担当時限 

 

 
１・２限（ ９：００～１２：１０） 
 

 

講習の形態 

 

 
演習（実習） 
 

 

講習の概要 

 
１．イラスト作成ソフト（イラストレータ）について理解する。 
２．イラスト作成ソフト（イラストレータ）の操作方法について理解する。 
３．イラスト作成ソフト（イラストレータ）を使用し、イラストを作成する。 
４．作成イラストの保存方法、修正方法、印刷方法等を理解する。 
 
 

テキスト 

 

当日、資料を配付する。  

担当者からの

連絡事項等 

特になし。 

 

科目名 

 

 
美術系資料の作成・保存・公開手法 
 

 

担当者 

 

川村正敏 
（別府大学文学部准教授） 

 

担当時限 

 

 
３・４限（１３：００～１６：１０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義・演習 
 

 

講習の概要 

 
◆美術教育のための資料整理や作品保存に役立つデジタルアーカイブの基礎とともに、デザインの世界

で業界標準ツールとなっている画像処理ソフトを使った実習を、受講者のニーズやパソコン操作の習

熟度に応じて行います。 
◆パソコン操作に不慣れな方の受講も大歓迎。パソコンの便利さ、面白さをお伝えするとともに、美術

教育のための実用テクニックを体験していただきます。  
◆著作権処理をはじめとするデジタルアーカイブの基礎知識を最初にお話ししてから、画像処理ソフト

Photoshopなどに触れていただく予定です。 
 
 

テキスト 

 

講師作成のプリント等を使用。  

担当者からの

連絡事項等 

特になし。 
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＜選択領域の講習・科目＞ 

 

開設講習名 

 

 
映画表現の特質と分析 
 

 

会場 

 
別府大学（別府市） 

 

開設期間 

 

 
平成２１年 ８月 ５日（水） 
 

 

修了認定試験 

 

 
Ａタイプ 

 

科目名 

 

 
 
 

 

担当者 

 

衛藤賢史 
（別府大学文学部教授） 

 

担当時限 

 

 
１～４限（ ９：００～１６：１０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義 
 

 

講習の概要 

 
 映画メディアは学校教育の中では体系的な学習がなされていない分野である。にも関わらず、映画の

普及は文化的にも無視できない。この講習では、名作として認知されている映画を鑑賞しながらその表

現の特質を多面的に分析することによって、映画メディアの芸術性を理解し、芸術鑑賞の授業に活かす

一端とする。講習は、３部に構成される。 
 
  １：表現派芸術と映画 
    ・黎明期の映画から芸術表現としての映画までの経緯をたどり、映画『第三の男』の背景と意

義を考える。 
  ２：『第三の男』鑑賞 
  ３：表現派芸術の分析 
    ・娯楽映画、啓蒙映画、芸術映画（第七芸術としての映画）の成立と表現派芸術の本質を考え

る。 
 
 
 
 

テキスト 

 

当日、資料等を配布する。  

担当者からの

連絡事項等 

特になし。 
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＜選択領域の講習・科目＞ 

 

開設講習名 

 

 
微生物と人間社会とのかかわり 
 

 

会場 

 
別府大学（別府市） 

 

開設期間 

 

 
平成２１年 ８月１９日（水） 
 

 

修了認定試験 

 

 
C タイプ 
 

 

科目名 

 

 
環境バイオテクノロジー 
 

 

担当者 

 

古川謙介 
（別府大学食物栄養科学

部教授） 
 

担当時限 

 

 
１限（ ９：００～１０：３０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義 
 

 
講習の概要 

 
微生物は地球環境の保全に主要な役割を演じている。 
本講義では以下の項目について理解を深める。 

 
１．地球上の化学物質と微生物による元素循環 
 
２．微生物による排水処理、廃棄物処理 
 
３．微生物による有害化学物質の分解と分解菌の分子育種 
 
４．バイオレメディエーション 
 
５．生物多様性とカルタヘナ議定書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テキスト 

 

資料配布。  

担当者からの

連絡事項等 

特に無し。 
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科目名  

 

微生物学、分子生物学 
（トランスポゾン、プラスミド、バクテリ

オファージについて） 

 

担当者  

 

森井秀昭 
（別府大学食物栄養科学部

教授） 
 

担当時限  

 

 
２限（１０：４０～１２：１０） 
 

 

講習の形態  

 

 
講義 
 

（トランスポゾン、プラスミド、バクテリオファージについて）  

 

講習の概要： 

 
本講習では、さまざまな形の遺伝因子（トランスポゾン、プラスミド、バクテリオファージ）につい

て、その構成が単純なものから複雑なものへ、順をおって考察していく。トランスポゾン（転位因子）

は中でも最も単純で、その実体は隣接した数個の遺伝子が宿主の染色体中に組み込まれたものである。

そして、ゲノムの中で、ある場所から別の場所へ移動することができるという特別の性質をもっている。

トランスポゾンについてはその移動のしくみを理解する。プラスミドはもう少し複雑であり、トランス

ポゾンよりは大きく、細胞内では宿主染色体とは独立して存在する。そして、細胞から細胞へ直接移動

することができる。プラスミドについてはその基本的性質と、細胞から細胞へ移動するしくみを理解す

る。バクテリオファージはさらにずっと複雑であり、核酸だけではなく、タンパク質の殻を成分として

もっている。そのため、宿主細胞から離れて、過酷な環境の中でも生きのびることができる。バクテリ

オファージについてはその構造と生活環について理解する。 
 
 

テキスト 

 

特になし。  

担当者からの

連絡事項等 

特になし。 

 

科目名 

 

 
病原微生物と生体防御 
 

 

担当者 

 

江崎一子 
（別府大学食物栄養科学部

教授） 
 

担当時限 

 

 
３限（１３：００～１４：３０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義 
 

 

講習の概要 

 
新型インフルエンザにみられるように病原微生物は、今も昔も、時として人々を恐怖におとし入れ

る。本講義では以下の項目について理解を深める。 
 
１．現代微生物学と免疫学の基礎の確立 
２．微生物の分類と特徴 
３．免疫応答と感染防御免疫 
４．アレルギーと自己免疫疾患 
５．感染症と病原微生物 
 
 

テキスト 

 

資料配布。  

担当者からの

連絡事項等 

特に無し。 
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科目名 

 

 
微生物の応用 
 

 

担当者 

 

加藤富民雄 
（別府大学食物栄養科学

部教授） 
 

担当時限 

 

 
４限（１４：４０～１６：１０） 
 

 

講習の形態 

 

 
講義 
 

 
講習の概要 

 
 人類は微生物の存在を認識する以前から上手に微生物を利用してきおり、微生物の機能が解明される

につれ、さらにその機能を利用・改良して人類の役に立つような研究が進められてきた。近年バイオテ

クノロジー技術が進展するにおよびこの技術を利用した微生物機能の改良が大きく広がり、世界的食糧

危機問題の解決が期待されている。このような微生物利用と技術について理解する。 
 
１．微生物の食品や物質生産への利用について 
   カビ、酵母、細菌などの微生物が食品の製造に利用されている多くの事例について学ぶ。発酵食

品や酒類製造に利用されている微生物の働きを理解する。また、多くの微生物が生産する有用物質

（アミノ酸、核酸、有機酸、酵素、抗生物質など）の工業的生産について紹介する。 
 
２．微生物機能の改良について 
   自然界に存在する有用機能をもった微生物の改良方法について理解する。優良株の選抜、変異処

理の理論と方法について理解し、実際に生産性が向上した事例ついて学ぶ。 
 
３．バイオテクノロジー技術の食糧生産への応用について 
   組換え DNA 技術、細胞融合技術、バイオリアクター技術などのバイオテクノロジーを微生物に

よる物質生産や食糧生産に応用した、より効率的、環境調和型物質生産について理解し、その理論

と方法を学ぶ。さらに組換え植物や微生物を利用した食品の安全性について受講者と共に考え、問

題点を明らかにすることによって食糧問題の解決策を探る。 
 
 
 
 

テキスト 

 

プリントを配布予定。  

担当者からの

連絡事項等 

特になし。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




